
平成29年度 307団体 （平成30年3月31日時点）

平成30年度 347団体 （平成31年3月31日時点）

40団体増

１．松本地域健康産業推進協議会の会員企業・団体数

※令和元年5月13日時点 348団体



期日／会場 内 容

第1回
平成30年5月18日(金)
（アルピコプラザホテル）

 「地域包括ケアシステムの構築に向けて
～「社会参加」と「福祉と産業の連携」～」

：東海北陸厚生局

健康福祉部 地域包括ケア推進課 課長

福本 功 氏

 「民間起点での地方創生の推進」

：株式会社三菱総合研究所

地域創生事業本部 プラチナコミュニティグループ

主席研究員

北井 渉 氏

第2回
平成31年1月29日(火)
（東京八重洲ホール）

 松本地域健康産業推進協議会 東京説明会

「松本地域健康産業推進協議会・松本ヘルス・ラボの

取組みについて」

意見交換

：参加企業 12社

第3回
平成31年3月13日(水)
（松本市美術館）

 「花王における「健康経営」の取組み
～健康宣言を起点に

PDCAサイクルでヘルスリテラシーの高い社員づくりへ～」

：花王㈱ 人財開発部門 健康開発推進部 部長

児玉 成志 氏

 「松本ヘルスバレーの挑戦

～“暮らせば健康になるまち”の実現へ～」

：松本市健康産業・企業立地担当部長 小林 浩之

２．健康産業フォーラムの開催

＜第3回＞
花王㈱ 人財開発部門
健康開発推進部 部長

児玉 成志 氏

＜第1回＞
東海北陸厚生局 健康福祉部

地域包括ケア推進課 課長
福本 功 氏



３．実用化検証・実証実験事業等（2/5件）

分野
事業者名

（実証費用）
内容

健康経営
松本信用金庫
(100万円)

• 期間 平成30年4月～平成31年3月

• 健康経営を切り口にした経営改善のための実践
支援が、企業価値向上に対して寄与する効果を
検証した。

• 融資先企業6社に対して経営改善の実践支援を
行い、うち2社は数億円規模の新規融資実現の
見込み、1社は赤字決算から脱却、2社が黒字回
復の見込みとなった。

脳機能
測定

ヘルコミラボ㈱
(100万円)

• 期間 平成30年5月～平成31年3月

• 脳（前頭葉）機能判定システムの測定機器につ
いて、複数人の同時測定ができる測定器を開発・
製作した。

• 製作機器を用いて、モニター110名による実証実
験を実施し、起動・測定・分析ができるか検証した。

ヘルコミラボ㈱
制作機器の実証実験

脳機能判定・検査機器



３．実用化検証・実証実験事業等（3/5件）

分野
事業者名

（実証費用）
内容

口腔ケア
ファミリー・サービス

・エイコー㈱
(88万円)

• 期間 平成30年6月～平成31年3月

• 摘果りんごに豊富に含まれるポリフェノール成分を添
加した歯磨きジェルと口腔洗口液の試作品を開発し、
マーケティング評価を行った。（摘果りんごは今井恵
みの里から購入）

介護

松本工業高等学
校・人材育成支援

ネットワーク

(40万円)

※ 別添パンフ参照

• 期間 平成30年7月～平成31年3月

• 介助する側の視点に立ち、楽に介助できる「介助用
車いす」を設計・試作し、その実用性について実証
実験を行った。

• 移動や設置・取り扱いが簡単な「車いす移乗補助
具」を開発・試作し、その実用性について実証実験
を行った。

食品

㈲本郷鶏肉
南安曇農業高校

（30万円）

※次ページ参照

• 期間 平成30年11月～平成31年3月

• そば製粉時に廃棄物となる「そばの甘皮」を飼料とす
ると、ブロイラーならびにフランス鴨の肉質が向上する。

• 今後の飼料化に向けて、ブロイラーならびに鴨肉への
「そばアレルゲン物質の移行の有無」について調査を
実施した。

ファミリー・サービス・エイコー㈱
口腔洗口液、歯磨きジェル

松本工業高校生による制作
の様子をPRするパンフレット



今、そばの甘皮は、製粉時に廃棄物として処理⇒ 飼料化し、ブランド化したい！

４．そばの甘皮添加およびそば製粉時廃棄物の飼料化に関する実証実験

㈲本郷鶏肉（鶏肉総菜製造）

㈱小松種鶏場（種鶏・養鶏）

農業組合法人会田共同養鶏組合（養鶏）

合同会社カスタムラボ／笹井酒造
（フランス鴨飼育）

㈱かまくらや（そば生産・製粉）

㈲寿昇運（流通）

• ブロイラー等の肉質向上の効果が認められるため、
南安曇農業高校では、そば甘皮の飼料化を研究
→ 課題：アレルギー物質移行の有無の調査

• 本実証実験では、甘皮を添加したブロイラー/フランス鴨肉への
そばアレルギー物質移行の有無 について調査
→ ブロイラー／フランス鴨の胸肉を調査、いずれの検体からも、

そば由来のアレルゲンたんぱく質は検出されず

• 2019年度は対象部位を増やして調査するとともに、

一部を商品化してマーケティング

南安曇農業高校 企業がサポート！

オール信州地鶏・ブランド化
地産地消・(商)の推進

経営感覚豊かな農業人材の育成

オール信州地鶏とは
地元産の鶏に、地元の餌を与え、地元の農業者が自然
環境のなかで育てた本当の意味の”地鶏“

廃棄



５．健康産業関連製品の展開支援

 健康寿命延伸製品普及事業補助金

＜概要＞

対象製品の購入者に対して、販売価格が5万円を超え
る指定製品の購入価格の20％を補助する制度
(補助上限５万円、補助期間2年)

 イオン南松本店での製品紹介イベント

1階催事場にて、「真空ミキサー」の展示・実演
・スムージーの飲み比べや、「電動アシスト四
輪自転車」の展示等を実施。

真空ミキサー
TMV2000VT

年度 企業名 製品名
補助
件数

補助金額

２９

テスコム
電機㈱

真空ミキサー
TMV2000VT

9件 129,500円

㈱デリカ
電動アシスト四輪自転車
“けんきゃくん”KSC-V2

1件 50,000円

３０
テスコム
電機㈱

真空ミキサー
TMV2000VT

5件 74,000円

合計 15件 253,500円

＜これまでの実績＞

けんきゃくん
KSC-V2

 銀座NAGANOでの製品紹介イベント

長野県の首都圏活動拠点である銀座NAGANOに
て、「真空ミキサー」の実演を計5回実施(H29
～H30年度)。毎回好評で固定客もつき、現在は
銀座NAGANO側からの開催要望に基づき実施。



 開催日：平成30年11月8日(木)・9日(金)

 会 場：松本市中央公民館、中央体育館

 参加者：2日間で延べ1,700人（29年度実績1,600人）

 テ ー マ：気づきと学びが未来を変える

 内 容：① 基調講演（デンマーク、イギリス）

② 企業、大学、国、医師会による講演
㈱テムザック、松本歯科大学、森永乳業㈱、経済産業省、松本市医師会 他

③ パネルディスカッション

デンマーク工科大学 プレイウェアセンター長
ヘンリック・ハウトップ・ルンド 教授

６．第8回世界健康首都会議の開催

プレイベントとして前日11月7
日(水)にイオンモール松本で
㈱テムザックの「ロデム」試乗
イベントを開催

㈱王滝、㈱中島屋降籏米穀、
松本ヘルス・ラボ、松本大学の
学生がコラボレーションして
「彩食健美弁当」を制作



満足

36%

やや満足

35%

普通

18%

やや不満

2%
未記入

9%

初めて

65%

２回

16%

３回

6%

４回

4%

５回以上

8%

未記入

1%

10代

12% 20代
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40代

14%50代

20%

60代

20%

70代

14%

80代～

4%

７．第8回世界健康首都会議の開催 来場者アンケート結果①

年齢

松本市

内

67%

長野県

内

（松本

市外）

17%

長野県

外

6%

未記入

10%

お住まい

学生

14%

医療機関

7%

サービス業

5%

製造業

6%

小売業

1%
学術・教育

3%

行政・団体

20%

無職

23%

その他

19%

未記入

2%

職業（業種） 来場回数 満足度

サンプル数：７９３



0 50 100 150 200 250 300 350

その他

住まい

教育

格差社会

ヘルスケア産業

生活習慣病

認知症・介護予防

運動

食・栄養

次回会議で取り上げてほしいテーマ（複数回答可）

７．第8回世界健康首都会議の開催 来場者アンケート結果②

サンプル数：７９３



８．協議会の今後の運営に係るアンケート調査の実施

１ 目的
協議会会員企業・団体が、当協議会に期待する取組みをあらためて把握するとともに、
年会費導入の可否についても検討を進める。

２ 調査実施期間
平成31年1月23日～2月15日

３ 調査方法
全会員への調査票の送付（郵送、メール）、調査票の回収（メール、FAX、郵送）

４ 調査内容
⑴ 健康・医療・介護分野の新ビジネス創出への関心度
⑵ 当協議会に期待する取組み・サービス
⑶ 世界健康首都会議への広告掲載（協賛）経歴の有無
⑷ 当協議会で年会費制を導入する場合に負担可能な金額
⑸ 当協議会に対する意見等

５ 回収結果 ６ 回答会員 所在地

会員数（事業者単位） 347

回収件数 158

回収率 45.5％

松本市内 103 65%

長野県内 26 17%

長野県外 29 18%

合計 158 100%



８．アンケート調査結果①（期待する取組み）

 現在、健康・医療・介護分野における新たなビジネス創出に関心がありますか？

 今後、当協議会に期待する取組み・サービスについて教えてください。（複数回答可）

大変ある

54%少しある

23%

あまりない

10%

ない・わからない

8%

未記入

5% 区分 件数 構成比
大変ある 86 54%
少しある 37 23%
あまりない 15 9%
ない・わからない 12 8%
未記入 8 5%
サンプル数 158 100%

28%

32%

35%

39%

39%

41%

44%

46%

松本市との連携を一元的に担当する窓口機能

テストフィールドの提供（モニタリングなど）

市民ニーズを掘り起こす機会の提供（ワークショップなど）

健康経営に関する情報提供や具体的な支援

自社の商品やサービスをＰＲする機会の提供

事業のパートナーなど人脈形成に繋がる機会の提供

国や自治体による支援制度に関する情報提供

製品やサービスの実証実験や実用化検証への支援、助成



８．アンケート調査結果②（年会費導入）

 当協議会事業である「世界健康首都会議」への協賛をしたことがありますか？（1口3万円）

（「ない」と回答した場合）
もし年会費制の導入する場合、負担可能な年会費の金額を教えてください。

協賛経歴あり

28%

負担できない

27%

５千円程度

26%

１万円程度

10%

２万円程度

1%

３万円程度

5%

無回答

3%

＜参考＞ 国が推奨し、全国で設置された地域版ヘルスケア産業協議会は全国で４３団体
うち「会費無し」の協議会は、３７団体

※ 会費を徴収している団体は６か所のみ［北海道、仙台市、四国、九州、熊本県、合志市（熊本県）］

（有料化事例）※会費徴収している地域版ヘルスケア産業協議会にヒアリング
有料化 平成29年4月～
年会費 1万円
会員数 有料化により約230→100に減少
メニュー マッチングイベント、セミナー開催など

区分 件数 構成比

協賛経歴あり (３万円) 45 28%

協賛経歴なし

負担できない 42 27%

５千円程度 41 26%

１万円程度 16 10%

２万円程度 1 1%

３万円程度 8 5%

無回答 5 3%

サンプル数 158 100%



⑴ 協議会が、企業・大学等に最も期待される役割「プラットフォーム機能」

ア 国（経済産業省）は、地方創生を推進する一つのアイデアとして、「官民連携によるプラット
フォーム機能」を果たす本市協議会（H23年設置）運営・活動に注目。

国は、H２５年に全国版協議会を設置し、H２７年度国庫事業の採択用件に、プラットフ
ォーム機能を果たす「地方版ヘルスケア協議会」の設置を求めたため、全国に普及。

イ 原点に返って、健康・医療分野に関心を持つ企業等が、自由に出入りし、事業提案や情報
共有ができるプラットフォーム機能を持続させることが重要と考えます。

⇒ 松本地域健康産業推進協議会では年会費を徴収せず、会員の皆様が自由に交流い
ただけるプラットフォームとして、引き続き多様な企業団体の参画を呼びかけます。

⑵ 世界健康首都会議に係る財源

世界健康首都会議は、Mウイングで開催するなど経費節減に努めていますが、日英同時通訳

海外講演者の招へいなどの費用が必要となります。

⇒ 企業団体のPRの場として、会員の皆様にさらに価値を見出していただき、ご協賛いただ
けるよう、今後も効果的なイベント運営に努めます。（協賛金：一口３万円）

１０．松本地域健康産業推進協議会の運営財源について



１１．松本ヘルス・ラボ

サービス別 契約件数
参加者数
(新規含む)

ﾃｽﾄﾌｨｰﾙﾄﾞの提供 6件（5社） 延べ約1,000名

企業連携事業 １件（１社） 延べ1,400名

◆30年度の事業内訳

◆事業の推移

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

件数 １件 3件 7件 7件

⑴ 企業向けサービスの事業実施状況



◆認知機能に関する検証事業

・認知機能低下の予防のため、認知機能が気になる方に認
知機能チェックを受けてもらい、乳たんぱく質の摂取に
よる認知機能の改善を検証

・40歳以上の男女約250名が参加

・研究機関：松本短期大学看護学科

長谷川式簡易知能評価の
実施風景

◆筋肉量・基礎代謝量の向上効果の検証

・日頃、自分の体を鍛える機会が少ないことが現状の
「働く女性」に対して、EMS機器を利用した筋肉量
、基礎代謝量の向上効果を検証

・研究機関：松本大学

⑵ 【企業向け】実証支援等サービスの実施例

１１ ．松本ヘルス・ラボ



１１ ．松本ヘルス・ラボ

企業の健康経営の実践として、松本ヘルス・ラボと法人契約を行い、企業向け健康経営プログ
ラムを実施（平成30年度はモデル事業として試行）

◆健康プログラムの試行
中島屋降籏米穀、未来経営、ルピナ中部工業の3社に協力いただき、モデル事業として実施

（一部有料プログラムへ移行）

◆事例：ルピナ中部工業

(協力:骨粗鬆症財団)

企業と保健師の面談 ・経営者との面談を通じて、経営者視点での課題を確認

健康チェック
• 企業からの健診データの提供による分析やラボによる出前健康

チェック（体組成、骨密度測定の実施）

運動などの実践 ・企業内での健康プログラムの立案、実施

年会費 • 3,000円／人 （会社・経営者側が従業員数分を一括負担）

就業時間中に、社員全員が
参加する運動プログラムを実施

社員同士のコミュニケーション
が深まり、仕事へも好影響

ルピナ中部工業は、健康経営
優良法人2019に認定

⑶ 【企業向け】健康経営プログラムの実施



 目的

29年度に松本短期大学・森永乳業㈱・松本ヘルス・ラボが行った
食品モニター調査に参加した、看護学科学生約100名を対象に、
出張健康プログラムを実施し、結果や感想を検証したうえで、次年
度以降の学生会員制度を構築する。

 実施内容

 年会費
3,000円／人
※森永乳業㈱が負担

対象：松本短期大学 看護学科２・3年生 約100名

内容

１１ ．松本ヘルス・ラボ

※10月13日(土)学園祭でのプログラムは、一般向けにも実施

体組成測定

ダンス講座の様子

⑷ 【学生向け】健康プログラム実証実施



◆セミプライベートレッスン

◆ＮＨＫでおなじみの多胡肇先生による
ラジオ体操講座

・全体健康プログラム（月2回程度）

昨年度に引き続き、ラジオ体操講座を軸に日常生活で気軽にできる運動を指導。
（延べ357名）
※2級ラジオ体操指導士3名、ラジオ体操指導員5名が会員から誕生

・セミプライベートレッスン（月8回）

地域・強度を選べ、気軽に参加できる

プログラムを提供（延べ530名）

１１ ．松本ヘルス・ラボ

⑸ 【市民向け】健康増進プログラムの提供



１１ ．松本ヘルス・ラボ

◆身体の見える化
・体組成計(Inbody)
・骨密度計(GE)
・姿勢計測（キッセイコムテック）
・歩行姿勢計測（NEC）
・血圧計（オムロン）
等による測定で、自分の身体の
特徴を知ることが健康の第一歩！

◆会員証提示による優待サービス
市内の店舗等で、会員証を提示
することで割引などの優待サービス
を提供(松本地域健康産業推進
協議会の会員企業）

現在50店舗が協賛

（表示証イメージ）

会員証

協賛店舗で提示

◆定期的な健康相談会（117件）
保健師による定期的な健康相談
(毎週火曜日と健康チェック後に実施）

⑹ 【市民向け】会員サービスの充実


